
















あることが示され （Stoltenberg & Delworth, 1987; 
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Career Development of Psychology Graduates as Psychological
Support Professionals:
Study based on the current employment situation and job satisfaction
Ryo MOMOSE and Shinobu MATSUNAGA
Career development of psychology graduates of the Department of Psychology at Showa Women's 
University Graduate School of Life Science was investigated. A questionnaire survey was conducted with 
psychology graduates working as support professionals (n＝ 95). Results indicated that 93.7％ of respondents 
were clinical psychologists, and 76.8％ were certified psychologists. Moreover, 85.3％ of respondents worked 
as psychological support professionals, with 38.3％ engaged in full-time, and 61.7％ in part-time work. Also, 
69.1％ of respondents specialized in a single field, and 30.9％ in multiple fields. Of the respondents, 53.1％ 
worked in one institution, and 46.9％ worked in multiple-institutions. Furthermore, 81.5％ of respondents 
conducted clinical psychological interviews, and 79.0％ conducted clinical psychological assessments. 
Additionally, health and medical care accounted for 30.9％, welfare for 25.9％, and education for 22.2％ of the 
respondents’ work. Of the respondents, 83％ were satisfied with their job, with no differences in job 
satisfaction between employment status, work area, or years of work. Finally, 84.0％ of the respondents had 
changed their job, and many respondents cited employment conditions, life events, life planning, and pursuit of 
expertise as reasons for the change. Respondents further indicated that they chose their workplaces by 
considering the pursuit of expertise, work-life balance, and employment conditions.
























































































































「小学生」が 9名 （18.0％）、「中学生以上」が 6名


















































45-49歳  8  （8.4）
50-54歳  3  （3.2）
55-59歳  5  （5.3）
60-65歳  1  （1.1）
無回答  1  （1.1）
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末子年齢群 常勤 非常勤 無職 合計 ％
0－2歳 8 5 7 20 （40）
3－5歳 6 8 1 15 （30）
小学生 2 6 1 9 （18）
中学生以上 0 6 0 6 （12）




















更新） が23名 （28.0％）、5－10年未満 （資格 1回
更新） が22名 （27.0％）、10－15年未満 （資格 2回









































臨床心理地域支援 主な職務内容として実施している 14 （17.3）



























常　勤　21（25.9） 13（41.9）  8（16.0）
非常勤　50（61.7） 15（48.4） 35（70.0）






人数 ％ 人数 ％
保健・医療 領域 24 （29.6） 25 （30.9）
病院・診療所 21 （87.5） 21 （84.0）
精神保健福祉センター・保健所・保健センター 1 （4.2） 2 （8.0）
リハビリテーションセンター 1 （4.2） 1 （4.0）
保健・医療関係その他 1 （4.2） 1 （4.0）
福祉 領域 20 （24.7） 21 （25.9）
児童福祉施設・機関（児相含む） 14 （70.0） 19 （90.5）
障害者福祉施設・機関 2 （10.0） 1 （4.8）
女性福祉施設・機関 1 （5.0） 0 （0.0）
福祉関係・その他 3 （15.0） 1 （4.8）
教育 領域 21 （25.9） 18 （22.2）
公立教育相談機関・教育委員会等 14 （17.3） 14 （77.8）
幼稚園・小学校・中学校・高校・予備校 3 （3.7） 2 （11.1）
自治体から各校派遣（SC） 4 （4.9） 2 （11.1）
大学・研究所 領域 2 （2.5） 8 （9.9）
専門学校・短大・大学等（主に教育・研究に従事） 2 （2.5） 4 （50.0）
専門学校・短大・大学等（主に相談業務に従事） 0 （0.0） 2 （25.0）
研究所・研究機関 0 （0.0） 2 （25.0）
産業・組織・労働 領域 2 （2.5） 6 （7.4）
組織内の健康管理・相談室 0 （0.0） 2 （33.3）
独立の健康管理・相談所（EAP） 2 （2.5） 4 （66.7）
私設心理相談 領域 1 （1.2） 2 （2.5）
民間心理相談機関（勤務） 1 （100.0） 2 （100.0）
その他 1 （1.2） 1 （1.2）
心理専門家としてのボランティア活動 1 （100.0） 0 （0.0）
その他 0 （0.0） 1 （100.0）




































いない」 （1点） ～「とても満足している」 （6点）
で得点化し職務満足得点とした。職務満足得点の











かった （ t ＝0.91, df＝79, n.s.）。









の結果、実務経験年数 （F （2, 75）＝0.85, n.s.）、





保健・医療 福祉 教育 大学･研究機関 産業･組織･労働 主効果F値
交互作用
雇用形態 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 実務期間 雇用形態
N 11 14 11 10 3 15 3 5 3 3
平均値 4.27 4.07 4.36 4.10 3.67 4.20 4.67 4.60 5.00 4.00 0.70 n.s. 0.55 n.s. 0.63 n.s.




















































































を高められると思ったから」 が 「常勤」 群12





ていたから」 （χ2＝4.12, df＝1, p<.05）、「希望の
雇用形態だったから」 （χ2＝6.28, df＝1, p<.05）、
「社会貢献度が高い職場だと思ったから」 （χ2＝




























Table 9　主たる勤務先選択理由 （主要なもの 3つ選択） と雇用形態　N＝81  
カテゴリー 項　　　目
常勤 N＝31 非常勤 N＝50
χ2検定
選択者数 項目選択率 選択者数 項目選択率
専門性追求
自分のやりたい仕事ができると思ったから 17 （54.8） 26 （52.0） n.s.
自身の専門性を高められると思ったから 12 （38.7） 26 （52.0） n.s.
専門的な資格・技能を活かせると思ったから 8 （25.8） 14 （28.0） n.s.
希望の領域だったから 3 （9.7） 9 （18.0） n.s.
自分のキャリアに必要だと思ったから 3 （9.7） 8 （16.0） n.s.
ロールモデルとしたい心理支援専門職がいたから 4 （12.9） 2 （4.0） n.s.
ワーク・ライフ・
バランス
家庭生活や他の活動と両立しやすいと思ったから 7 （22.6） 11 （22.0） n.s.
勤務時間や日数など自分の希望と合っていたから 2 （6.5） 12 （24.0） *
雇用条件
希望の雇用形態だったから 9 （29.0） 4 （8.0） *
希望の勤務地だったから 4 （12.9） 4 （8.0） n.s.
賃金の条件が良かったから 1 （3.2） 4 （8.0） n.s.
職場環境
雰囲気や人間関係がよさそうだったから 5 （16.1） 4 （8.0） n.s.
将来性や安定性があると思ったから 4 （12.9） 2 （4.0） n.s.
社会貢献度が高い職場だと思ったから 3 （9.7） 0 （.0） *
教育・研修が充実していたから 0 （.0） 2 （4.0） n.s.
知名度があったから 0 （.0） 1 （2.0） n.s.
ヒューマン
リソース
恩師、スーパーヴァイザーからの紹介 1 （3.2） 6 （12.0） n.s.
研修先・インターンシップ先で就職につながったから 2 （6.5） 3 （6.0） n.s.
大学院の学外実習先で就職につながったから 2 （6.5） 1 （2.0） n.s.
その他
他に選択肢がなかったから 2 （6.5） 1 （2.0） n.s.
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